
杉

山

正

�

�

士

著

作

目

錄



著

書
・
�

著

大
モ
ン
ゴ
ル
の
世
界

︱
︱
陸
と
海
の
巨
大
�
國

角

川

書

店

一
九
九
二
年

六
�

ク
ビ
ラ
イ
の
挑
戰

︱
︱
モ
ン
ゴ
ル
海
上
�
國
へ
の
	




日
�

書



日
怨

聞
社

一
九
九
五
年

四
�

再
販
：
ク
ビ
ラ
イ
の
挑
戰

︱
︱
モ
ン
ゴ
ル
に
よ
る
世
界
�
の
大
轉
囘

�
談
社
學
�
�
庫
�
談
社

二
〇
一
〇
年

八
�

中
�
版
：
忽
必
烈
�
挑
戰

︱
︱
蒙
古
�
國
與
世
界
歷
�
�
大
轉
向

周
俊
宇
譯

廣

場

出

版

二
〇
一
二
年

九
�

社

會

科

學

�

獻

二
〇
一
三
年

六
�

八

旗

�

�

二
〇
一
四
年

四
�

モ
ン
ゴ
ル
�
國
の
興
�

︱
︱
軍
事
擴
大
の
時
代

�
談
社
現
代
怨
書

�
談
社

一
九
九
六
年

五
�

モ
ン
ゴ
ル
�
國
の
興
�

︱
︱
世
界
經
營
の
時
代

�
談
社
現
代
怨
書

�
談
社

一
九
九
六
年

六
�

中
�
版
：
蒙
古
�
國
�
興
�

上
／
下

孫
越
譯

社

會

科

學

�

獻

二
〇
一
五
年
一
二
�

耶
律
楚
材
と
そ
の
時
代

白

�

社

一
九
九
六
年

七
�

中
國
�
③

五
代

︱
︱
元

世
界
歷
�
大
系

(斯
波
義
信
ら
と
共
著
)

山

川

出

版

社

一
九
九
七
年

七
�

世
界
の
歷
�
⑨

大
モ
ン
ゴ
ル
の
時
代

(北
川
�
一
と
共
著
)

中

央

公

論

社

一
九
九
七
年

八
�

�
牧
民
か
ら
見
た
世
界
�

︱
︱
民
族
も
國
境
も
こ
え
て

日
本
經
濟
怨

聞
出
版
社

一
九
九
七
年
一
〇
�

再
販
：
日
經
ビ
ジ
ネ
ス
人
�
庫

日
本
經
濟
怨

聞
出
版
社

二
〇
〇
三
年

一
�

增
補
版
：
日
經
ビ
ジ
ネ
ス
人
�
庫

日
本
經
濟
怨

聞
出
版
社

二
〇
一
一
年

七
�

中
�
版
：
�
牧
民
�
世
界
�

黃
美
蓉
譯

中
華
工
商
聯
合
北
京
時
代
華
�
出
版
社

二
〇
一
四
年

四
�

�
座
世
界
歷
�
⑪

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
瓜
合

�
著

岩

波

書

店

一
九
九
七
年
一
一
�
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中
國
�

(岸
本
美
緖
ら
と
共
著
)

山

川

出

版

社

一
九
九
八
年

六
�

世
界
�
を
變
貌
さ
せ
た
モ
ン
ゴ
ル

︱
︱
時
代
�
の
デ
ッ
サ
ン

角

川

叢

書

角

川

書

店

二
〇
〇
〇
年
一
二
�

�
說
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
�

︱
︱
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
の
ま
な
ざ
し

日
本
經
濟
怨

聞
出
版
社

二
〇
〇
二
年

九
�

モ
ン
ゴ
ル
�
國
と
大
元
ウ
ル
ス

京
都

大
學
學
�

出
版
會

二
〇
〇
四
年

二
�

N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
�
�
の
	
⑤

モ
ン
ゴ
ル
�
國

(弓
場
紀
知
ら
と
共
著
)

日

本

放

!

出

版

協

會

二
〇
〇
四
年

二
�

遼
�
�
慶
陵
一
帶
"
査
報
吿
書
二
〇
〇
五

(古
松
崇
志
ら
と
共
�
著
)

二
一
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

グ
ロ
ー
バ
ル
�
時
代
の
多
元
�
人
�
學
の
據
點
形
成

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

二
〇
〇
五
年

三
�

疾
驅
す
る
草
原
の
征
&
者

︱
︱
遼
西
夏
金
元

中
國
の
歷
�
⑧

�

談

社

二
〇
〇
五
年
一
〇
�

中
�
版
：
疾
馳
�
草
原
征
&
者

︱
︱
遼
西
夏
金
元
︱
︱

�
談
社
．
中
國
�
歷
�
⑧

烏
蘭
・
烏
日
娜
譯

廣

西

師

範

大

學

二
〇
一
四
年

一
�

中
國
歷
�
硏
究
入
門

(岸
本
美
緖
等
と
共
�
著
)

名

古

屋

大

學

出

版

會

二
〇
〇
六
年

一
�

モ
ン
ゴ
ル
が
世
界
�
を
*
す

日
經
ビ
ジ
ネ
ス
人
�
庫

日
本
經
濟
怨
聞
出
版
社

二
〇
〇
六
年

三
�

中
�
版
：
顛
*
世
界
�
�
蒙
古

周
俊
宇
譯

大
地
の
+
宴

︱
︱
繪
圖
・
地
圖
が
語
る
世
界

(
,
井
讓
治
等
と
共
�
著
)

京
都

大
學
學
�

出
版
會

二
〇
〇
七
年

三
�

興
�
の
世
界
�
⑨

モ
ン
ゴ
ル
�
國
と
長
い
そ
の
後

�

談

社

二
〇
〇
八
年

二
�

世
界
の
歷
�
⑨

大
モ
ン
ゴ
ル
の
時
代

(北
川
�
一
と
共
著
)

中
公
�
庫
中
央
公
論
怨
社

二
〇
〇
八
年

八
�

興
�
の
世
界
�
⑳

人
類
は
ど
こ
へ
行
く
の
か

(
福
井
憲
彥
等
と
共
�
著
)

�

談

社

二
〇
〇
九
年

四
�

ユ
ー
ラ
シ
ア
中
央
域
の
歷
�
1
圖

︱
︱
一
三
～
一
五
世
紀
の
東
西
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(窪
田
順
2
�
・
小
野
浩
ら
と
共
著
)

總
合
地
球
4
境
學
硏
究
5

二
〇
一
〇
年

三
�

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西

︱
︱
中
東
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
中
國
・
ロ
シ
ア
そ
し
て
日
本

日
本
經
濟
怨

聞
出
版
社

二
〇
一
〇
年
一
二
�

京
都
御
5
西
一
松
町
物
語

日
本
經
濟
怨

聞
出
版
社

二
〇
一
一
年
一
一
�

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
を
眺
め
る

(窪
田
順
2
�
・
中
西
龍
也
ら
と
共
著
)

總
合
地
球
4
境
學
硏
究
5

二
〇
一
二
年

三
�

大
モ
ン
ゴ
ル
の
世
界

︱
︱
陸
と
海
の
巨
大
�
國

角

川

ソ

フ

ィ

ア

�

庫

二
〇
一
四
年
一
二
�

你
�
中
國
元


我
�
世
界
蒙
：
日
本
人
眼
中
�
蒙
古
和
中
國
人
不
一
樣
！

(共
二
册
忽
必
烈
�
挑
戰
战+

顛
*
世
界
�
�
蒙
古
)

八

旗

�

�

二
〇
一
四
年
一
二
�

歷
�
屋
の
た
わ
ご
と
①

時
空
を
こ
え
た
旅
へ
海
の
國
の
記
憶
五
島
列
島

2

凡

社

二
〇
一
五
年

一
�

歷
�
屋
の
た
わ
ご
と
②

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
視
點
か
ら
露
8
の
9
命
と
そ
の
彼
方

2

凡

社

二
〇
一
五
年

一
�

モ
ン
ゴ
ル
�
國
と
長
い
そ
の
後

�

談

社

學

�

�

庫

二
〇
一
六
年

四
�

譯

書
・
監

修

大
モ
ン
ゴ
ル
①
︱
④

角

川

書

店

一
九
九
二
年

四
�

モ
ン
ゴ
ル
�
國
の
歷
�

(デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
モ
ー
ガ
ン
著
・
大
島
淳
子
と
共
譯
)

角

川

�

書

角

川

書

店

一
九
九
三
年

二
�

學
び
の
世
界

︱
︱
中
國
�
�
と
日
本

(木
田
違
義
ら
と
共
�
著
)

京
都
大
學
附
屬
圖
書
館
・
總
合
�
物
館
・
大
學
院
�
學
硏
究
科

二
〇
〇
二
年
一
〇
�

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
と
モ
ン
ゴ
ル
�
國

(ジ
ャ
ン=

ポ
ー
ル
・
ル
ー
著
・
田
邊
希
久
子
譯
・
監
譯
)

﹁
知
の
再
發
見
﹂
雙
書
一
一
一

創

元

社

二
〇
〇
三
年
一
〇
�

繪
圖
・
地
圖
か
ら
見
た
世
界
宴

(
,
井
讓
治
ら
と
共
�
)

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

二
〇
〇
四
年

三
�
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液
砂
の
記
憶
を
さ
ぐ
る

︱
︱
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
中
國
古
代
�
�

(林
梅
村
著
・
監
修
)

日

本

放

!

出

版

協

會

二
〇
〇
五
年

三
�

遼
�
�
・
遼
寧
省
"
査
報
吿
書
二
〇
〇
六

(承
志
ら
と
共
�
)

二
一
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
多
元
�
人
�
學
の
據
點
形
成

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

二
〇
〇
六
年

三
�

續
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
を
眺
め
る

�
集

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

二
〇
一
四
年

六
�

論

說

モ
ン
ゴ
ル
�
國
の
原
宴

︱
︱
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
一
族
分
封
を
め
ぐ
っ
て

東
洋
�
硏
究
第
三
七
卷
第
一
號

一
九
七
八
年

六
�

豳
王
チ
ュ
ベ
イ
と
そ
の
系
�

︱
︱
元
�
�
料
と
﹃
ム
イ
ッ
ズ
ル
ー
ア
ン
サ
ー
ブ
﹄
の
比
�
を
>
じ
て

�

林
第
六
五
卷
第
一
號

一
九
八
二
年

一
�

豳
王
出
伯
?
其
世
系

︱
︱
元
�
�
料
與
︽
穆
伊
兹
·安
M
布
︾
之
比
�
︱
︱

特
克
希
譯

蒙
古
學
信
息
一
九
八
二
年
第
三
B

一
九
八
二
年

九
�

ク
ビ
ラ
イ
政
權
と
東
方
三
王
家

︱
︱
鄂
州
の
役
C
後
再
論

東

方

學

報

第

五

四

號

一
九
八
二
年

三
�

ふ
た
つ
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
家

�
淸
時
代
の
政
治
と
社
會

小
野
和
子
�

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
5
硏
究
班
報
吿
書

一
九
八
三
年

三
�

ク
ビ
ラ
イ
と
大
都

中
國
E
世
の
都
市
と
�
�

梅
原
郁
�

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
5
硏
究
班
報
吿
書

一
九
八
四
年

三
�

日
本
蒙
元
�
硏
究
?
波
斯
�
�
料
利
用
F
况

曉
克
譯

蒙

古

學

G

料

與

F

報

一
九
八
六
年

四
�

西
曆
一
三
一
四
年
C
後
大
元
ウ
ル
ス
西
境
を
め
ぐ
る
小
札
記

西
南
ア
ジ
ア
硏
究
第
二
七
號

一
九
八
七
年

九
�

T
h
e
P̒
h
a
g
s-
p
a
M
o
n
g
o
lia
n
In
sc
rip
tio
n
o
f
th
e
B
u
y
a
n
tu
-
q
aγ

a
n
s̓
E
d
ic
t
in
Y
u
a
n
sh
i
x
ia
n
元
氏
縣
,

B
e
lo
n
g
in
g
to
C
a
q
a
a̓
n
-
b
a
la
q
a
su
n
.
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Z
IN
B
U
N
(
M
e
m
o
ire
s
o
f
th
e
re
se
a
rc
h
In
stitu
te
fo
r
H
u
m
a
n
istic
S
tu
d
ie
s)
,
N
o
.2
2K

y
o
to
U
n
iv
e
rsity

一
九
八
七
年

三
�

T
h
e
P̒
h
a
g
s-
p
a
M
o
n
g
o
lia
n
In
sc
rip
tio
n
o
f
T
oγ

o
n
-
te
m
ü
r
q
aγ

a
n
s̓
E
d
ic
t

M
em
o
ires
o
f
th
e
R
esea
rch
D
ep
a
rtm
en
t
o
f
th
e
T
o
y
o
B
u
n
k
o

(
T
h
e
O
rie
n
ta
l
L
ib
ra
ry
)
,N
o
.4
6

一
九
八
八
年

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
ヌ
ー
ル
=オ
ス
マ
ニ
イ
ェ
5
藏

N
o
.3
7
2
1

�

窓

第

四

六

號

一
九
八
九
年

三
�

草
堂
寺
闊
端
太
子
令
旨
碑
の
譯
�

�

窓

第

四

七

號

一
九
九
〇
年

三
�

元
代
蒙
漢
合
璧
命
令
�
の
硏
究

(一
)

內
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
硏
究
第
五
號

一
九
九
〇
年

三
�

東
西
�
獻
に
よ
る
コ
デ
ン
王
家
の
系
�

�

窓

第

四

八

號

一
九
九
一
年

三
�

元
代
蒙
漢
合
璧
命
令
�
の
硏
究

(二
)

內
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
硏
究
第
六
號

一
九
九
一
年

三
�

西
夏
人
儒
者
高
智
耀
の
實
宴

2
成
二
年
度
科
學
硏
究
費
補
助
金
總
合
硏
究

(Ａ
)︑
硏
究
成
果
報
吿
書

河
內
良
弘
�

淸


治
下
の
民
族
問
題
と
國
際
關
係

京

都

大

學

�

學

部

一
九
九
一
年

三
�

モ
ン
ゴ
ル
が
﹁
世
界
�
﹂
を
ひ
ら
く

鈴
木
董
�

怨
書
イ
ス
ラ
ー
ム
の
世
界
�
②

パ
ク
ス
・
イ
ス
ラ
ミ
カ
の
世
紀

�
談
社
現
代
怨
書
�
談
社

一
九
九
三
年
一
〇
�

八
不
沙
大
王
の
令
旨
碑
よ
り

東
洋
�
硏
究
第
五
二
卷
第
三
號

一
九
九
三
年
一
二
�

S
o
m
e
R
e
m
a
rk
s
o
n
S
h
u
a̓
b
-
i
P
a
n
jg
a
n
a

P
ro
c
e
e
d
in
g
s
o
f
th
e
2
7th
M
e
e
tin
g
o
f
H
a
n
e
d
a
M
e
m
o
ria
l
H
a
ll
S
y
m
p
o
siu
m

o
n
C
e
n
tra
l
A
sia
a
n
d
Ira
n
,
A
u
g
u
st.
3
0
,
1
9
9
3

T
h
e
P
ro
ceed
in
g
s
o
f
In
tern
a
tio
n
a
l
C
o
n
feren
ce
o
n
C
en
tra
l
A
sia
n
H
isto
ry
,K
y
o
to

一
九
九
四
年

三
�
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大
元
ウ
ル
ス
の
三
大
王
國

︱
︱
カ
イ
シ
ャ
ン
の
奪
權
と
そ
の
C
後

(上
)

京
都
大
學
�
學
部
硏
究
紀
¥
第
三
四
號

一
九
九
五
年

三
�

忽
必
烈
政
權
與
東
方
三
王
家

︱
︱
再
論
鄂
州
之
役
C
後

日
本
中
靑
年
學
者
論
中
國
�

︱
︱
宋
元
�
淸
卷

上

海

古

籍

出

版

社

一
九
九
五
年
一
二
�

世
界
�
上
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
�
國
の
§
義

中
世
�
�
座
⑪

中
世
に
お
け
る
地
域
・
民
族
の
¨
液

學

生

社

一
九
九
六
年
一
一
�

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
歷
�
1
圖

︱
︱
世
界
�
を
つ
な
い
だ
も
の
︱
︱

岩
波
�
座
世
界
歷
�
⑪

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
瓜
合

岩

波

書

店

一
九
九
七
年
一
一
�

�
料
と
は
な
に
か

�
座
世
界
歷
�
①

世
界
�
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

岩

波

書

店

一
九
九
八
年

四
�

大
都
と
上
都
の
閒

︱
︱
居
庸
南
北
口
を
め
ぐ
る
小
事
件
よ
り

2
成
八
年
度
～
2
成
一
〇
年
度
科
學
硏
究
費
補
助
金
基
盤
硏
究

(Ａ
)︑
硏
究
成
果
報
吿
書

礪
波
護
�

中
國
歷
代
王


の
都
市
管
理
に
關
す
る
總
合
�
硏
究

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

一
九
九
九
年

三
�

モ
ン
ゴ
ル
世
界
�
國
の
成
立

若
松
寬
�

ア
ジ
ア
の
歷
�
と
�
�
⑦

北
ア
ジ
ア
�

同

ª

舍

一
九
九
九
年

四
�

モ
ン
ゴ
ル
に
よ
る
世
界
�
の
時
代

︱
︱
元
代
中
國
へ
の
ま
な
ざ
し
︱
︱

世
界
美
�
«
集
・
東
洋
�
⑦

元

小

學

館

一
九
九
九
年
一
〇
�

關
于
八
不
沙
大
王
令
旨
碑
�
石
刻
記
载
和
釋
讀

哈
斯
巴
顏
譯

蒙
古
學
信
息
二
〇
〇
二
年
第
二
B

二
〇
〇
二
年

羽
田
亨
の
人
と
生
涯

京
大
東
洋
學
の
百
年

京
都

大
學
學
�

出
版
會

二
〇
〇
二
年

三
�

元
代
中
國
は
�
�
不
毛
の
時
代
だ
っ
た
か

慶
北
�
學

(
�
學
科
創
設
五
〇
周
年
記
念
特
輯
號
)
第
二
五
輯

二
〇
〇
二
年

八
�

ア
ジ
ア
東
西
を
つ
ら
ぬ
く
歷
�
の
視
野
と
方
法

歷
�
學
の
�
C
線
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二
〇
〇
二
年
度
�
學
會
第
一
〇
〇
囘
大
會
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
議
事
錄

�

學

會

二
〇
〇
二
年
一
一
�

�
國
�
の

絡

︱
︱
歷
�
の
な
か
の
モ
デ
ル
�
に
む
け
て

山
本
®
¯
�

�
國
の
硏
究

︱
︱
原
理
・
類
型
・
關
係

名

古

屋

大

學

出

版

會

二
〇
〇
三
年

二
�

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
ア
フ
ロ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
日
本

E
,
成
一
�

日
本
の
時
代
�
⑨
モ
ン
ゴ
ル
の
襲
來

吉

川

弘

�

館

二
〇
〇
三
年

二
�

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
：
時
を
こ
え
た
權
威
と
神
±
�
へ
の
	
²

網
野
善
彥
�

岩
波
�
座
天
皇
と
王
權
を
考
え
る
⑨

生
活
世
界
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア岩

波

書

店

二
〇
〇
三
年

二
�

東
西
の
地
圖
が
示
す
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
世
界
宴

論
集
﹁
古
典
の
世
界
宴
﹂

2
成
一
〇
年
度
～
2
成
一
四
年
度
�
部
科
學
省
科
學
硏
究
費
補
助
金
特
定
領
域
硏
究

(Ａ
)︑

﹁
古
典
學
の
再
1
築
﹂
硏
究
成
果
報
吿
集
Ⅴ

A
0
4﹁
古
典
の
世
界
宴
﹂
班
硏
究
報
吿

﹁
古
典
學
の
再
1
築
﹂
總
括
班

二
〇
〇
三
年

三
�

東
西
の
地
圖
が
示
す
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
世
界
宴

國
際
S
y
m
p
o
siu
m
一
五
︱
六
世
紀
の
東
A
sia
地
圖

(ソ
ウ
ル
大
學
湖
巖
館
)

日
本
京
都
大
學
³
一
五
・
一
六
・
一
七
世
紀
成
立
の
繪
圖
・
地
圖
と
世
界
觀
´
硏
究
會
＆
韓
國
�
信
女
子
大
學
敎

韓

國

地

理

硏

究

5

二
〇
〇
三
年

三
�

ポ
ス
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
B
の
歷
�
硏
究
に
む
け
て

︱
︱
現
狀
と
課
題
に
つ
い
て
の
覺
書

2
成
一
一
年
度
～
2
成
一
三
年
度
科
學
硏
究
費
補
助
金
基
盤
硏
究

(Ｂ
)︑
硏
究
成
果
報
吿
書

志
茂
碩
敏
�

ポ
ス
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
B
に
お
け
る
ア
ジ
ア
諸
�
國
に
關
す
る
總
合
�
硏
究

二
〇
〇
三
年

三
�

『征
&
王


﹄
と
中
國

︱
︱
小
さ
な
中
國
か
ら
大
き
な
中
國
へ
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T
h
e
rise
o
f
C
h
in
a
in
H
isto
rica
l
P
ersp
ectiv
es,S
e
o
u
l
N
a
tio
n
a
l
U
n
iv
e
rsity

二
〇
〇
四
年
一
一
�

失
わ
れ
た
キ
タ
イ
�
國
へ
の
旅

遼
�
�
・
慶
陵
一
帶
"
査
報
吿
書
二
〇
〇
五

京
都
大
學
大
學
院
�
學
硏
究
科

二
〇
〇
五
年

三
�

世
界
�
の
中
の
モ
ン
ゴ
ル
�
國

︱
︱
ア
メ
リ
カ
は
�
國
た
り
う
る
か
︱
︱

財
團
法
人
ア
ジ
ア
太
2
洋
硏
究
會
�

國
際
問
題
を
﹁
見
つ
め
る
﹂

(財
團
法
人
ア
ジ
ア
太
2
洋
硏
究
會
設
立
三
〇
周
年
記
念
誌
)

ジ

ャ

パ

ン
・
タ

イ

ム

ズ

二
〇
〇
五
年

八
�

M
o
n
g
o
l-
P
e
rio
d
G
e
o
g
ra
p
h
ic
a
l
K
n
o
w
le
d
g
e
:
A
1
5th
C
e
n
tu
ry
M
a
p
o
f
th
e
w
o
rld

T
e
tsu
o
N
a
k
a
tsu
k
a
sa
,
e
d
ito
r
in
c
h
ie
f,

H
u
m
a
n
io
ra
K
io
to
en
sia
:
O
n
th
e
C
en
tu
ry
o
f
K
y
o
to
H
u
m
a
n
ities

G
ra
d
u
a
te
S
c
h
o
o
l
o
f
L
e
tte
rs
K
y
o
to
U
n
iv
e
rsity

二
〇
〇
六
年

歷
�
を
知
る
こ
と
と
4
境
を
考
え
る
こ
と

日
高
敏
隆+

總
合
地
球
4
境
學
硏
究
5
�

子
ど
も
た
ち
に
語
る
こ
れ
か
ら
の
地
球

�

談

社

二
〇
〇
六
年

七
�

ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
�
か
ら
人
類
�
へ

︱
︱
モ
ン
ゴ
ル
時
代
か
ら
始
ま
る
な
に
か

紀
2
英
作
�

グ
ロ
ー
バ
ル
�
時
代
の
人
�
學
：
對
話
と
慣
用
の
知
を
求
め
て
︿
上
﹀

連
Ã
す
る
地
域
と
�
�

(京
都
大
學
�
學
部
創
立
百
周
年
記
念
論
集
)

京
都

大
學
學
�

出
版
會

二
〇
〇
七
年

三
�

東
西
の
世
界
圖
が
語
る
人
類
�
初
の
大
地
2

,
井
讓
治
ほ
か
�

大
地
の
+
宴
：
繪
圖
・
地
圖
が
語
る
世
界

京
都

大
學
學
�

出
版
會

二
〇
〇
七
年

三
�

世
界
�
は
こ
れ
か
ら

︱
︱
日
本
發
の
歷
�
宴
を
め
ざ
し
て
︱
︱

興
�
の
世
界
�
⑳

人
類
は
ど
こ
へ
行
く
の
か

�

談

社

二
〇
〇
九
年

四
�

モ
ン
ゴ
ル
西
征
へ
の
旅
立
ち

︱
︱
イ
ル
テ
ィ
シ
ュ
の
夏
營
地
に
て
︱
︱
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窪
田
順
2
�

ユ
ー
ラ
シ
ア
中
央
域
の
歷
�
1
圖

總
合
地
球
4
境
學
硏
究
5

二
〇
一
〇
年

三
�

知
ら
れ
ざ
る
�
初
の
東
西
衝
突

︱
︱
ジ
ョ
チ
と
北
廽
り
ル
ー
ト
︱
︱

窪
田
順
2
�

ユ
ー
ラ
シ
ア
中
央
域
の
歷
�
1
圖

總
合
地
球
4
境
學
硏
究
5

二
〇
一
〇
年

三
�

モ
ン
ゴ
ル
の
破
壞
と
い
う
神
話

窪
田
順
2
�

ユ
ー
ラ
シ
ア
中
央
域
の
歷
�
1
圖

總
合
地
球
4
境
學
硏
究
5

二
〇
一
〇
年

三
�

世
界
�
上
中
國
�
�
�
§
義

國
際
漢
學
硏
究
>
Æ
第
二
號

二
〇
一
〇
年
一
〇
�

描
か
れ
た
ア
フ
ロ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア

︱
︱
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
地
圖
と
東
西
の
諸
都
市
︱
︱

窪
田
順
2
�

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
を
眺
め
る

總
合
地
球
4
境
學
硏
究
5

二
〇
一
二
年

三
�

被
描
繪
�
非
洲
︑
歐
亞
大
陸

︱
︱
蒙
古
時
代
�
伊
斯
蘭
地
圖
?
東
西
方
各
都
市

�
�
妹
・
烏
雲
高
娃
譯

�
�
縱
橫
二
〇
一
四
年
第
四
B

二
〇
一
四
年

八
�

そ

の

他

莫
高
窟
の
落
書
き

京
都
日
中
學
�
¨
液
懇
談
會
會
報
第
一
八
號

一
九
八
四
年

內
陸
ア
ジ
ア
：
北
ア
ジ
ア

(一
九
八
四
年
の
歷
�
學
界
：
囘
È
と
展
É
)

�
學
雜
誌
第
九
四
卷
第
五
號

一
九
八
五
年

五
�

日
本
蒙
元
�
硏
究
?
波
斯
�
�
料
利
用
F
況

(一
九
八
六
年
秋
季
蒙
古
學
信
息
¨
液
會

陳
克
譯
)

蒙

古

學

G

料

與

F

報

一
九
八
九
年

四
�

ラ
シ
ー
ド
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
﹃
集
�
﹄
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
は
ど
う
活
用
で
き
る
か

イ
ス
ラ
ー
ム
の
都
市
性
・
硏
究
報
吿

硏
究
會
報
吿
�
第
七
號

昭
和
六
三
年
度
�
部
科
學
省
科
學
硏
究
費
補
助
金
重
點
領
域
硏
究

比
�
の
手
法
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
都
市
性
の
總
合
�
硏
究

﹁
イ
ス
ラ
ム
の
都
市
性
﹂
事
務
局

一
九
八
九
年

三
�
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モ
ン
ゴ
ル
�
國
に
お
け
る
首
都
と
首
都
圈

イ
ス
ラ
ー
ム
の
都
市
性
・
硏
究
報
吿

硏
究
會
報
吿
�
第
三
四
號

昭
和
六
三
年
度
�
部
科
學
省
科
學
硏
究
費
補
助
金
重
點
領
域
硏
究

比
�
の
手
法
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
都
市
性
の
總
合
�
硏
究

﹁
イ
ス
ラ
ム
の
都
市
性
﹂
事
務
局

一
九
八
九
年

五
�

元


治
下
の
ム
ス
リ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
イ
ス
ラ
ー
ム
と
モ
ン
ゴ
ル
﹂

中
E
東
�
�
セ
ン
タ
ー
硏
究
報
吿
第
一
〇
號

一
九
八
九
年

七
�

日
本
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル

(
M
o
n
g
o
l)
時
代
�
硏
究

中

國

�

學

第

一

號

一
九
九
一
年
一
〇
�

豚
と
狼

京
都
女
子
大
學
宗
敎
部

芬
陀
利
華
第
一
六
五
集

一
九
九
一
年
一
二
�

草
原
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
︑
カ
ラ
コ
ル
ム
再
現

大
モ
ン
ゴ
ル
②

幻
の
王
プ
レ
ス
タ
ー
・
ジ
ョ
ン
世
界
征
&
へ
の
	

角

川

書

店

一
九
九
二
年

四
�

海
上
國
家
へ
の
	
²

大
モ
ン
ゴ
ル
③

大
い
な
る
都
巨
大
國
家
の
Ê
產

角

川

書

店

一
九
九
二
年

四
�

フ
ビ
ラ
イ
の
�
都
﹃
大
都
﹄

大
モ
ン
ゴ
ル
③

大
い
な
る
都
巨
大
國
家
の
Ê
產

角

川

書

店

一
九
九
二
年

四
�

世
界
�
と
�
牧
民

世
界
�
の
1
想

地
域
か
ら
の
世
界
�
二
一




日

怨

聞

社

一
九
九
三
年
一
〇
�

東
ア
ジ
ア
�
と
な
に
か

あ

う

ろ

ー

ら

第

二

號

一
九
九
六
年

二
�

モ
ン
ゴ
ル
時
代
�
硏
究
の
現
狀
と
課
題

E
,
一
成
�

宋
元
時
代
�
の
基
本
問
題

Ì

古

書

院

一
九
九
六
年

七
�

東
西
の
�
獻
と
風
光
を
た
ず
ね
て

︱
︱
北
京
︑
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
︑
そ
し
て
歷
�
︱
︱

あ

う

ろ

ー

ら

第

四

號

一
九
九
六
年

八
�

N
e
w
D
e
v
e
lo
p
m
e
n
ts
in
M
o
n
g
o
l
S
tu
d
ie
s
:

A
B
rie
f
a
n
d
S
e
le
c
tiv
e
O
v
e
rv
ie
w
N
e
il
K
a
to
k
o
v
(
tr)

Jo
u
rn
a
l
o
f
S
u
n
g
-Y
u
a
n
S
tu
d
ies,
V
o
lu
m
e
2
6

一
九
九
六
年

日
本
に
お
け
る
遼
金
元
時
代
�
硏
究

中
國
︱
︱
社
會
と
�
�
第
一
二
號

一
九
九
七
年

六
�
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大
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
世
界
�
が
見
え
る

(中
央
ア
ジ
ア
再
發
見
)

T
h
is
is
讀
賣
第
八
卷
第
一
二
號

一
九
九
八
年

二
�

靑
花
と
の
出
會
い

︱
︱
東
西
融
合
の
精
華

故
宮
�
物
院
⑦

�
の
陶
磁

Ｎ

Ｈ

Ｋ

出

版

社

一
九
九
八
年

三
�

世
界
�
上
の
�
牧
�
�

(︻
特
別
企
畫
︼
モ
ン
ゴ
ル
の
風
貌
)

季
刊
民
族
學
第
二
二
卷
第
三
號

一
九
九
八
年

七
�

本
田
實
信
先
生
を
偲
ぶ

東

方

學

第

九

八

號

一
九
九
八
年

七
�

｢蒼
き
狼
﹂
た
ち
の
歷
�
觀

樺
山
紘
一
�

歷
�
と
�
學

Ö
刊


日
百
科
・
世
界
の
�
學
第
一
〇
號

一
九
九
九
年

九
�

足
利
と
曲
阜

足
利
學
校
釋
奠
記
念
�
演
筆
記

足

利

敎

育

委

員

會

二
〇
〇
〇
年

三
�

マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
と
い
う
人
物
は
存
在
し
た
の
か

世
界
�
の
し
お
り

�

國

書

院

二
〇
〇
〇
年

四
�

ユ
ー
ラ
シ
ア
�
へ
の
ま
な
ざ
し

︱
︱
大
航
海
時
代
以
C
の
世
界
�

東
洋
�
庫
�
集
部
�

東
洋
�
庫
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

2

凡

社

二
〇
〇
〇
年

四
�

用
語
解
說
：
�
牧
國
家
／
�
牧
騎
馬
�
�

世
界
�
の
し
お
り

�

國

書

院

二
〇
〇
〇
年

四
�

對
談

上
山
春
2
對
談
シ
リ
ー
ズ

第
三
囘
モ
ン
ゴ
ル
學

古
典
學
の
再
1
築
第
七
號

二
〇
〇
〇
年

七
�

解
說

田
村
實
¯
�

大
モ
ン
ゴ
ル
�
國

中
國
�
�
の
歷
�
⑦

中

央

公

論

怨

社

二
〇
〇
〇
年

八
�

イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
�
獻
が
描
く
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
世
界
宴
の
硏
究

2
成
一
〇
年
度
～
2
成
一
四
年
度
�
部
省
科
學
硏
究
費
補
助
金
特
定
領
域
硏
究

(Ａ
)
一
一
八

﹁
古
典
學
の
再
1
築
﹂
硏
究
成
果
中
閒
報
吿
集

二
〇
〇
〇
年

九
�

�
�
圈
を
こ
え
て

︱
︱
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
世
界
宴
︱
︱

特
集
古
典
學
硏
究

︱
︱
現
代
に
お
け
る
古
典
學
の
役
割

學
�
�
報
第
五
三
卷
第
一
一
號

二
〇
〇
〇
年
一
一
�

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
世
界
地
圖

︱
︱
�
�
圈
を
超
え
て

2
成
一
〇
年
度
～
2
成
一
四
年
度
�
部
省
科
學
硏
究
費
補
助
金
特
定
領
域
硏
究

(Ａ
)
一
一
八

― xiii ―



﹁
古
典
學
の
再
1
築
﹂
A
0
4﹁
古
典
の
世
界
宴
﹂
班

古
典
學
の
再
1
築
第
八
號

二
〇
〇
〇
年
一
二
�

マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
が
見
た
ク
ビ
ラ
イ
の
宮
廷

北
條
時
宗
の
時
代

Ｎ

Ｈ

Ｋ

出

版

二
〇
〇
〇
年

二
�

世
界
を
襲
っ
た
元
寇

北
條
時
宗

Ｎ

Ｈ

Ｋ

出

版

二
〇
〇
一
年

一
�

用
語
解
說
：
ト
ク
ズ=

オ
グ
ズ
族
／
猛
安
・
謀
克
制

世
界
�
の
し
お
り

�

國

書

院

二
〇
〇
一
年

一
�

モ
ン
ゴ
ル
�
國
︑
ア
ジ
ア
征
&
の
猛
威

(總
力
特
集
北
條
時
宗
と
蒙
古
襲
來
)

歷
�
と
旅
第
二
八
卷
第
二
號

二
〇
〇
一
年

二
�

モ
ン
ゴ
ル
�
が
*
す
元
寇
︑
そ
し
て
時
宗
宴

中
央
公
論
第
一
一
六
卷
第
四
號

二
〇
〇
一
年

四
�

イ
リ
ン
チ
ン
先
生
を
偲
ぶ

內
陸
ア
ジ
ア
言
語
の
硏
究
第
一
六
號

二
〇
〇
一
年

九
�

地
球
4
境
學
・
古
典
學
・
歷
�
學

(特
集
：
地
球
4
境
學
の
現
狀
と
展
É
)

學
�
�
報
第
五
四
卷
第
一
一
號

二
〇
〇
一
年
一
一
�

對
談

世
界
�
の
な
か
で
モ
ン
ゴ
ル
襲
來
を
讀
む

(村
井
違
介
と
對
談
)

歷

�

Ø

論
第
六
一
九
號

二
〇
〇
一
年
一
一
�

學
者
が
斬
る

(四
〇
)

パ
シ
ュ
ト
ゥ
ン
�
牧
民
の
部
族
連
合
體=
ア
フ
ガ
ン
國
家
の
歷
�

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
第
七
九
卷
第
四
七
號

二
〇
〇
一
年
一
一
�

用
語
解
說
：

宇
�
氏
／
石
敬
瑭
／
カ
ル
ル
ク
族
／
ペ
ン
ジ
ケ
ン
ト

世
界
�
の
し
お
り

�

國

書

院

二
〇
〇
二
年

一
�

對
談

【ユ
ー
ラ
シ
ア
︼﹁
陸
の
�
國

(モ
ン
ゴ
ル
)﹂
と
﹁
海
の
�
國

(ロ
ー
マ
)﹂
か
ら
﹁
空
の
�
國

(ア
メ
リ
カ
)﹂﹂
へ

︱
︱
﹁
馬
と
Ú
﹂
が
東
西
に
廣
が
る
世
界
�
生
Û
の
地
を
可
能
に
し
た
︒
そ
し
て
二
十
一
世
紀
に
は
⁝
⁝

(
歷
�
家
の
歷
�
觀
を
訪
ね
て
﹁
歷
�
Ü
識
﹂
︱
︱
つ
ま
り
何
な
の
か
)
(山
內
昌
之
・
本
村
凌
二
と
對
談
)

諸

君
第
三
四
卷
第
六
號

二
〇
〇
二
年

五
�

モ
ン
ゴ
ル
か
ら
見
た
蒙
古
襲
來

海
・
Ú
セ
ミ
ナ
ー
二
〇
〇
一

︱
︱
蒙
古
襲
來
を
再
檢
證
す
る
︱
︱

Ú
の
科
學
館

日
本
財
團
海

洋
Ú

舶
部

二
〇
〇
二
年

四
�

― xiv ―



後
醍
醐
天
皇
の
な
ぞ

第
八
囘
隱
岐
學
セ
ミ
ナ
ー
報
吿
書

西
鄕
町
敎
育
�
�
振
興
財
團

二
〇
〇
二
年

四
�

ユ
ー
ラ
シ
ア
東
西
の
﹃
中
世
﹄

田
端
泰
子
・
細
川
涼
一
著

女
人
・
老
人
・
子
ど
も

(日
本
の
中
世
四
)
附
錄
�
報

中

央

公

論

怨

社

二
〇
〇
二
年

六
�

�
料
紹
介

�
料
硏
究
の
怨
時
代

歷
�
と
地
理

(山
川
出
版
社
)
第
五
六
四
號

二
〇
〇
三
年

五
�

世
界
�
の
な
か
の
モ
ン
ゴ
ル
�
國

︱
︱
ア
メ
リ
カ
は
﹁
�
國
﹂
た
り
う
る
か
︱
︱

財
團
法
人
ア
ジ
ア
太
2
洋
硏
究
會
A
P
A
F
O
R
U
M

二
〇
〇
三
年

六
�

骨
太
の
元
氣
の
で
る
歷
�
學

圖

書

第

六

五

八

號

二
〇
〇
四
年

二
�

﹁
オ
リ
エ
ン
ト
﹂
と
は
何
か

︱
︱
東
西
の
區
分
を
超
え
る

(井
本
英
一
等
と
の
座
談
會
)

別

册

4

第

八

號

二
〇
〇
四
年

六
�

一
九
九
一
〜
九
二
年
草
原
の
記

︱
︱
呼
ß
を
忘
れ
た
衝
擊
の
書

(司
馬
遼
太
郞

怨
し
い
日
本
の
發
見
)

別
册
太
陽
第
一
三
〇
號

二
〇
〇
四
年

八
�

人
類
�
�
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
一

風

の

旅

人

第

九

號

二
〇
〇
四
年

八
�

人
類
�
�
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
二

風

の

旅

人

第

一

〇

號

二
〇
〇
四
年
一
〇
�

﹁
�
國
﹂
�
へ
の
デ
ッ
サ
ン

︱
︱
緖
論
の
緖
論
と
し
て

二
〇
〇
四
年
度
歷
�
學
硏
究
會
大
會
報
吿

グ
ロ
ー
バ
ル
權
力
と
し
て
の
﹁
�
國
｣

︱
︱
«
體
會

グ
ロ
ー
バ
ル
權
力
と
し
て
の
﹁
�
國
﹂

歷
�
學
硏
究
第
七
九
四
號

二
〇
〇
四
年
一
〇
�

人
類
�
�
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
三

中
國
北
域
へ
の
旅
一
一

風

の

旅

人

第

一

一

號

二
〇
〇
四
年
一
二
�

對
談

『モ
ン
ゴ
ル
時
代
﹄
か
ら
見
る
世
界
�

(特
集
日
本
の
中
央
ア
ジ
ア
外
¨
)
(山
內
昌
之
と
對
談
)

の
ち
山
內
昌
之
﹃
歷
�
と
政
治
の
閒
﹄
岩
波
現
代
怨
書
二
〇
〇
六
年
七
�
に
收
錄

― xv ―



外
¨
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
一
七
卷
第
一
二
號

二
〇
〇
四
年
一
二
�

人
類
�
�
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
四

生
態
移
民

風

の

旅

人

第

一

二

號

二
〇
〇
五
年

二
�

人
類
�
�
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
五

ふ
た
つ
の
英
雄
宴

風

の

旅

人

第

一

三

號

二
〇
〇
五
年

四
�

人
類
�
�
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
六

衝
擊
の
皇
�
陵

︱
︱
失
わ
れ
た
歷
�
の
發
見

風

の

旅

人

第

一

四

號

二
〇
〇
五
年

六
�

人
類
�
�
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
七

幻
想
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

︱
︱
時
代
に
よ
る
光
と
影

風

の

旅

人

第

一

五

號

二
〇
〇
五
年

八
�

中
國
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
へ
の
ま
な
ざ
し
︑
そ
し
て
世
界
．

本
第
三
〇
卷
第
一
一
號

二
〇
〇
五
年
一
一
�

天
山
・
イ
リ
地
域
の
歷
�
1
圖

︱
︱
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
課
題
設
定
に
む
け
て
︱
︱

オ
ア
シ
ス
地
域
硏
究
會
報
第
五
卷
第
三
號

二
〇
〇
五
年
一
二
�

想
い
出
の
一
册

︱
︱
松
2
千
秋
譯
﹃
ヘ
ロ
ド
ト
ス
﹄
︱
︱

靜
脩
第
四
三
卷
第
一
號

二
〇
〇
六
年

八
�

チ
ン
ギ
ス
・
カ
ン
と
モ
ン
ゴ
ル
�
國

(森
川
哲
雄
ら
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
)

二
〇
〇
六
年

(第
一
七
囘
)
福
岡
ア
ジ
ア
�
�
賞
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
〇
〇
六
年

九
�

忘
れ
ら
れ
な
い
一
日

松
2
千
秋
先
生
ã
悼
�
集

京
都
大
學
西
洋
古
典
硏
究
會

二
〇
〇
七
年

三
�

討
論

︱
︱
金
浩
東
﹁
モ
ン
ゴ
ル
�
國
B
�
�
の
¨
液
と
瓜
合
：﹃
命
令
�
﹄
の
特
ä
と
å
源
を
中
心
に
｣︱
︱

�
�
：
æ
容
と
發
展

(第
九
囘
日
韓
・
韓
日
歷
�
家
會
議
二
〇
〇
九
年
一
〇
�
三
〇
日
～
一
一
�
一
日
)

二
〇
一
〇
年

二
�

地
圖
が
語
る
地
球
世
界
�
へ
の
	

W

E

D

G

E

二
〇
一
〇
年

三
�

め
ぐ
り
あ
い
︑
そ
し
て
來
し
方
・
行
く
末

奇
跡
は
﹃
チ
ェ
・
リ
・
ピ
ン
・
シ
ェ
﹄
か
ら

財
團
法
人
ア
ン
タ
レ
ス
山
浦
國
際
¨
液
基
金
設
立
二
〇
周
年
記
念
誌

地
域
か
ら
の
國
際
�
を
め
ざ
し
て

二
〇
一
〇
年

五
�

蒙
古
時
代
�
硏
究
�
現
狀
?
課
題

E
,
一
成
�

宋
元
�
學
�
基
本
問
題

中

華

書

局

二
〇
一
〇
年

五
�

マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
實
宴
：
二
〇
一
〇
年
度
�
學
硏
究
大
會
�
演
¥
旨

�

林
第
九
四
卷
第
一
號

二
〇
一
一
年

一
�
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歷
�
家
が
み
る
世
界
の
い
ま

(一
)

靜
か
な
北
京
︑
か
す
か
な
憂
愁
：
尖
閣
と
劉
曉
波
︑
そ
し
て
﹁
反
日
デ
モ
﹂

究
：
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
>
信
創
刊
號

二
〇
一
一
年

四
�

歷
�
家
が
み
る
世
界
の
い
ま

(二
)

中
東
大
震
動
の
イ
メ
ー
ジ
と
現
實
：﹁
民
è
�
ド
ミ
ノ
﹂
は
本
當
か

究
：
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
>
信
第
二
號

二
〇
一
一
年

五
�

歷
�
家
が
み
る
世
界
の
い
ま

(三
)

ま
だ
ら
模
樣
で
展
開
す
る
世
界
：
お
も
い
が
け
ぬ
東
日
本
大
震
災
︑
リ
ビ
ア
と
中
東
︑
そ
し
て
光
と
影
の
極
端
な
現
在

究
：
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
>
信
第
三
號

二
〇
一
一
年

六
�

歷
�
屋
の
た
わ
ご
と

︱
︱
現
在
・
é
去
・
未
來
①

ひ
と
つ
だ
け
の
地
球
︑
と
も
に
生
き
る
世
界
︱
︱

東
日
本
大
震
災
︑
そ
し
て
蘇
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
阪
神
大
震
災
の
記
憶

こ

こ

ろ

創

刊

號

二
〇
一
一
年

六
�

歷
�
家
が
み
る
世
界
の
い
ま

(四
)

あ
れ
か
ら
十
年
︑
そ
し
て
ê
な
る
ス
テ
ー
ジ
を
待
つ
世
界

究
：
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
>
信
第
四
號

二
〇
一
一
年

七
�

歷
�
屋
の
た
わ
ご
と

︱
︱
現
在
・
é
去
・
未
來
②

國
境
の
記
憶
︱
︱

東
西
ド
イ
ツ
を
へ
だ
て
た
“
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
”

こ

こ

ろ

第

二

號

二
〇
一
一
年

八
�

歷
�
家
が
み
る
世
界
の
い
ま

(五
)

ア
フ
ガ
ン
動
亂
は
í
息
へ
の
	
を
步
む
こ
と
に
な
る
の
か
：
中
東
變
容
へ
の
怨
た
な
き
ざ
は
し

究
：
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
>
信
第
五
號

二
〇
一
一
年

八
�

歷
�
家
が
み
る
世
界
の
い
ま

(六
)

中
國
は
鼓
腹
擊
壤
國
家
を
め
ざ
せ
：
や
わ
ら
か
な
民
生
安
定
か
︑
も
し
く
は
威
信
國
家
へ
の
	
か

究
：
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
>
信
第
六
號

二
〇
一
一
年

九
�
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歷
�
屋
の
た
わ
ご
と

︱
︱
現
在
・
é
去
・
未
來
③

海
の
國
の
記
憶
：
五
島
列
島

(上
)
︱
︱

日
本
の
西
端
︑
波
濤
を
こ
え
た
挑
戰
︽
大
陸
と
日
本
を
む
す
ん
だ
ï
ð
ñ
Ú
︾

こ

こ

ろ

第

三

號

二
〇
一
一
年
一
〇
�

歷
�
家
が
み
る
世
界
の
い
ま

(七
)

中
國
高
ò
鐵
	
の
轉
*
：
ユ
ー
ラ
シ
ア
橫
斷
怨
幹
線
の
野
É
は
潰
え
た
か

究
：
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
>
信
第
七
號

二
〇
一
一
年
一
〇
�

歷
�
屋
の
た
わ
ご
と

︱
︱
現
在
・
é
去
・
未
來
④

海
の
國
の
記
憶
：
五
島
列
島

(下
)
︱
︱

一
八
四
九
年
︑
福
江
の
夏
︽
さ
さ
や
か
な
小
藩
が
つ
く
っ
た
日
本
�
後
の
城
︾

こ

こ

ろ

第

四

號

二
〇
一
一
年
一
二
�

歷
�
家
が
み
る
世
界
の
い
ま

(
�
í
囘
)

英
佛
が
開
い
た
中
東
・
百
年
の
夢
幻
と
混
沌
：﹃
衣
形
の
王
權
﹄
リ
ビ
ア
の
“
解
放
”︑
ê
な
る
焦
點
は
シ
リ
ア

究
：
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
>
信
第
八
號

二
〇
一
一
年
一
一
�

歷
�
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か

︱
︱
足
利
・
京
都
・
中
國
・
世
界
の
é
去
・
現
在
・
未
來
︱
︱

創
立
九
十
周
年
記
念
�
演
二
〇
一
一
年
七
�
一
三
日
︱
︱

足
高
同
窓
會
會
報
第
二
八
號

(創
立
九
〇
周
年
記
念
特
集
號
)

二
〇
一
二
年

二
�

歷
�
屋
の
た
わ
ご
と

︱
︱
現
在
・
é
去
・
未
來
⑤

露
8
の
﹃
9
命
﹄
と
そ
の
彼
方
そ
の
一
︱
︱

永
樂
�
と
テ
ィ
ム
ー
ル
︑
そ
し
て
東
西
を
見
渡
す
と
き

こ

こ

ろ

第

五

號

二
〇
一
二
年

二
�

歷
�
屋
の
た
わ
ご
と

︱
︱
現
在
・
é
去
・
未
來
⑥

露
8
の
﹃
9
命
﹄
と
そ
の
彼
方
そ
の
二
︱
︱

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
西
を
つ
な
ぐ
ク
ラ
ビ
ー
ホ
の
證
言

こ

こ

ろ

第

六

號

二
〇
一
二
年

四
�

歷
�
屋
の
た
わ
ご
と

︱
︱
現
在
・
é
去
・
未
來
⑦

露
8
の
﹃
9
命
﹄
と
そ
の
彼
方
そ
の
三

こ

こ

ろ

第

七

號

二
〇
一
二
年

六
�

歷
�
屋
の
た
わ
ご
と
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︱
︱
現
在
・
é
去
・
未
來
⑧

露
8
の
﹃
9
命
﹄
と
そ
の
彼
方
そ
の
四

こ

こ

ろ

第

九

號

二
〇
一
二
年
一
〇
�

歷
�
屋
の
た
わ
ご
と

︱
︱
現
在
・
é
去
・
未
來
⑨

露
8
の
﹃
9
命
﹄
と
そ
の
彼
方
そ
の
五

こ

こ

ろ

第

一

〇

號

二
〇
一
二
年
一
二
�

對
談

『
都
市
の
魅
力
﹄
を
語
る

(栗
原
裕
康
と
の
對
談
)

廣
報
ぬ
ま
づ
第
一
四
五
二
號

(二
〇
一
三
年
一
�
一
五
號
)

二
〇
一
三
年

一
�

京
都
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
西
の
首
都

櫛
木
ô
周
�

學
際
�
・
國
際
�
視
點
に
た
つ
京
都
學
1
築
の
た
め
の
方
法
�
探
究

京

都

府

立

大

學

二
〇
一
三
年

三
�

歷
�
屋
の
た
わ
ご
と

︱
︱
現
在
・
é
去
・
未
來
⑩

露
8
の
﹃
9
命
﹄
と
そ
の
彼
方
そ
の
六

(完
結
�
)こ

こ

ろ

第

一

二

號

二
〇
一
三
年

四
�

敎
科
書
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
の
國
の
見
方
が
變
わ
る
怨
し
い
日
本
�
二
〇

元
寇
の
目
�
は
中
國
兵
の
リ
ス
ト
ラ
だ
っ
た

�
藝
春
秋
第
九
一
卷
第
一
二
號

二
〇
一
三
年
一
一
�

杉
山
正
�
談
蒙
元
�
國
�
性
質

劉
瓊
譯

上

海

書

Ø

二
〇
一
四
年

七
�

�
上
�
强
�
國
モ
ン
ゴ
ル
荏
	
力
の
祕
密

�
藝
春
秋
S
P
E
C
IA
L
二
〇
一
五
年
季
刊
夏
號

敎
養
で
ö
つ
大
世
界
�
�
義

�
藝
春
秋
S
P
E
C
IA
L
第
九
卷
第
三
號

二
〇
一
五
年

七
�
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